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金属製作所

プ
フ
ト
部
材
産
学
官
共
同
で

一
小

長漁
Ⅶ碑蹂
鶴
婚
建
縣
餞
融
唯
濶
毅
蔽
以
郵
け靭
野

・
山

”誕
認
ｙ
箋
縣
議
蛯聴
野
れ
斜
霧
籍
″

一
・　
　
　
　
ス
ト
を
軽
減
で
き
、
時
間
の
短
縮
が
図
れ
る
。

山
本
金
属
製
作
所
を
中

心
と
し
た
産
学
官
グ
ル
ー

プ
は
経
済
産
業
省
の

「戦

略
的
基
盤
技
術
高
度
化
支

援
事
業
」
に
選
ば
れ
、
２

０
１
２
年
度
か
ら
３
年
間

の
助
成
を
受
け
、
山
本
金

属
製
作
所
の

「
岡
山
研
究

開
発
セ
ン
タ

ー
ス

岡
山

市
）
を
拠
点
に
共
同
研
究

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

開
発
を
進
め
て
い
る
の

は
、
プ

こ
く

〓醒
富
勢
」

に
用
い
る
厚
さ
２０
多
以
上

の
金
属
部
材
を
対
象
と
し

た
計
測
シ
ス
テ
ム
．
製
造

時
に
溶
接
の
熱
や
切
削
の

衝
撃
を
受
け
て
生
じ
た

記
饗
餡
応
力
」
を
測
る
。

残
留
応
力
は
、
部
材
の
強

度
を
変
化
さ
せ
、
破
損
を

引
き
起
こ
す
原
因
と
な

る
。
国
内
で
も
小
型
な
も

の
の
計
測
は
可
能
だ
が
、

厚
み
が
あ
り
形
状
が
複
雑

な
プ
フ
ン
ト
雇
部
材
を
測

る
技
術
は
現
在
、
海
外
に

し
か
な
い
た
め
、
国
内
メ

ー
カ
ー
は
海
外
企
業
に
計

測
を
依
頼
し
て
い
る
。

山
本
金
属
製
作
所
が
部

材
の
サ
ン
プ
ル
に
高
精
度

で
穴
を
開
け
、
残
留
応
力

に
よ
っ
て
穴
の
壁
面
に
生

じ
る
ゆ
が
み
を
■
０
０
０

分
の
■

リミ
単
位
で
測
定
。

大
阪
大
が
測
定
結
果
を
基

氏

残
留
応
力
の
強
さ
や

部
材
の
耐
久
力
に
及
ぼ
す

‐影
響
を
解
析
‐、‐神
鋼
溶
接

ザ
ー
ビ
ス
は
試
験
用
部
材

の
製
作
を
担
当
す
る
。
岡

山
県
産
業
振
興
財
団
は
共

同
研
究
の
進
ち
ょ
く
管
理

と
事
業
化
支
援
を
行
う
。

山
本
社
長
は
、
発
電
施

設
や
化
学
工
場
な
ど
の
安

全
性
向
上
に
つ
な
が
る
。

建
築
用
鋼
材
の
測
定
に
も

応
用
し
た
い
」
と
話
し
て

い
る
。

同
社
ほ
８９
年
設
立
．
精

密
機
械
、
医
療
機
器
メ
ー

カ
ー
な
ど
向
け
に
機
械
部

品
を
加
工
す
る
ほ
か
、
評

価
試
験
の
技
術
も
開
発
。

研
究
過
程
で
生
ま
れ
た
装

置
の
製
造
販
売
も
行
つ
。

・２
年
５
月
期
の
売
上
高
は

約
２２
億
円
。


